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仲良し姉妹の七五三
表　紙

佐久市地域おこし協力隊 × 市議会佐久市地域おこし協力隊 × 市議会特集

トピックス
３月９日 議場コンサート

17名の議員が市政を問います　一般質問

佐久市手話言語条例を制定しました

佐久市議会だより
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│
佐
久
市
を
選
ん
だ
動
機
は
？
│

・ 

移
住
案
内
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

フ
ェ
ア
で
知
り
ま
し
た
。

・ 

佐
久
市
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
勢
を
感
じ
ま
し
た
。

・ 

応
募
に
関
し
て
他
地
域
ほ
ど
課
題
の

制
約
が
な
く
、
自
分
の
目
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

・ 

好
き
な
山
が
あ
る
信
州
で
仕
事
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
農

業
振
興
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
等
の
取
り
組
み
が
し
や
す

い
と
思
い
ま
し
た
。（
複
数
）

・ 

佐
久
市
に
あ
る
伝
統
的
食
材
を
使
っ

て
地
域
お
こ
し
に
貢
献
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
首
都
圏
な
ど
か
ら
来
ら
れ
た
、
８
人
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
様
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

佐
久
市
を
選
ん
だ
動
機
や
、
来
て
か
ら
の

感
想
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

│
来
て
か
ら
の
感
想
は
？
│

・ 
商
業
施
設
や
公
共
施
設
な
ど
が
そ
ろ

っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
都
会
的
な
生
活

を
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

・ 

自
家
用
車
が
あ
れ
ば
広
範
囲
に
行
動

で
き
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
不
便
を
感

じ
ま
せ
ん
。

・ 

自
然
が
豊
か
で
景
色
が
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。
佐
久
市
に
来
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

・ 

地
域
医
療
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
知

っ
て
い
ま
し
た
が
、
来
て
み
て
更
に

実
感
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
対
す
る

意
識
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

・ 

環
境
が
良
く
自
分
の
ス
キ
ル
が
生
か

せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

＂佐
久
市
は
良
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い＂

市
民
が
自
覚
し
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
魅
力
発
信
力
に
な
り
ま
す
ね
。

特集

佐久市地域おこし
協力隊

×
市 議 会
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│
議
会
も
含
め
て
提
言
な
ど
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
│

・ 

落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る
こ
と
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
が
、
市
が
更
に
成
長
す
る
た

め
に
社
会
全
体
と
し
て
切
磋
琢
磨
す
る

環
境
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

・ 

地
元
の
人
材
が
首
都
圏
な
ど
他
地
域
に

流
れ
な
い
環
境
や
シ
ス
テ
ム
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

・ 

商
業
面
で
は
一
つ
の
方
法
と
し
て
地
域
通

貨
な
ど
あ
れ
ば
地
域
循
環
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・ 

他
市
町
村
ま
で
行
か
な
く
て
も
欲
し
い

も
の
が
得
ら
れ
る
個
性
的
な
店
が
欲
し

い
で
す
ね
。

・ 

山
間
地
に
住
ん
で
も
交
通
面
、
施
設
面

で
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
を
願
っ
て

い
ま
す
。

・ 

空
き
家
バ
ン
ク
の
売
物
件
で
も
お
試
し

居
住
が
で
き
る
と
移
住
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。

・ 

お
い
し
い
農
産
物
や
伝
統
的
食
材
が
あ

り
自
然
も
豊
か
で
、
夜
空
も
き
れ
い
。

都
会
的
な
面
と
田
舎
的
な
面
も
あ
り
、

生
活
し
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

　

 

市
民
の
皆
様
が
自
覚
と
誇
り
を
持
つ
こ

と
で
更
に
魅
力
が
増
し
、
移
住
促
進
の

発
信
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域おこし協力隊のフェイスブックを運営発信しています。
詳しくは「佐久市地域おこし協力隊」を検索ください。
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平成29年12月定例会  議案審議結果
議案番号 議事内容・議案名 結果

108 専決処分の報告について ◎
109 佐久市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎

110 佐久市職員の自己啓発等休業に関する条例及び佐久市職員の大学院等派遣研修費用の償還に関する条例の一
部を改正する条例の制定について ◎

111 佐久広域連合規約の変更について ◎
112 佐久市佐久情報センターの指定管理者の指定について ◎
113 北口同和対策集会所の指定管理者の指定について ◎
114 荒田同和対策集会所の指定管理者の指定について ◎
115 浅科保健センターの指定管理者の指定について ◎
116 中込共同作業センターの指定管理者の指定について ◎
117 佐久の泉共同作業センターの指定管理者の指定について ◎
118 ワークハウス牧及び望月ひまわり共同作業センターの指定管理者の指定について ◎
119 浅科ふれあいホームの指定管理者の指定について ◎
120 臼田共同作業センターの指定管理者の指定について ◎
121 岩村田共同作業センターの指定管理者の指定について ◎
122 野沢共同作業センターの指定管理者の指定について ◎
123 佐久市特別養護老人ホームシルバーランドきしのの指定管理者の指定について ◎
124 佐久中部地区農村環境改善センターの指定管理者の指定について ◎
125 市道の路線認定について ◎
126 平尾山公園の指定管理者の指定について ◎
127 駒場公園の指定管理者の指定について ◎
128 榛名平公園の指定管理者の指定について ◎
129 改良住宅、特定公共賃貸住宅及びその他の住宅の指定管理者の指定について ◎
130 望月麦・大豆等生産振興センター及び望月農産物加工処理室の指定管理者の指定について ◎
131 平成29年度佐久市一般会計補正予算（第６号）について ◎
132 平成29年度佐久市一般会計補正予算（第７号）について ◎
133 平成29年度佐久市介護保険特別会計補正予算（第１号）について ◎
134 平成29年度総合交付金総合運動公園整備事業野球場建設（盛土スタンド、ブルペン、管理機械倉庫）工事請負契約について ◎
135 平成29年度総合交付金総合運動公園整備事業野球場建設（グラウンド）工事請負契約について ◎
136 平成29年度総合交付金総合運動公園整備事業野球場建設（防球ネット）工事請負契約について ◎
137 平成29年度佐久市一般会計補正予算（第８号）について ◎
138 佐久市手話言語条例の制定について ◎

意見書案第7号 長野家庭裁判所佐久支部において、調査官の常駐、少年審判の取扱い及び庁舎の建替えを求める意見書 ◎
意見書案第8号 「保育士配置基準の見直し」と「公定価格の増額」を求める意見書 ◎

平成29年

12月定例会
　平成29年12月定例会を11月28日から12月22日までの
25日間の会期で開き、条例改正や平成29年度補正予算
など31件、意見書案２件を承認及び可決しました。

【結果の表示】　◎ 全会一致で可決・承認　○ 賛成多数で可決・承認

会派名

議員名

議案等番号　議案等略名

新政ネット 新緑会 公明党 日本共産党 無
所
属

議決結果
中
條
　
壽
一

市
川
　
稔
宣

市
川
　
　
将

小
林
　
貴
幸

神
津
　
　
正

大
井
　
岳
夫

関
本
　
　
功

栁
澤
　
　
潔

吉
川
　
友
子

土
屋
　
俊
重

大
塚
　
雄
一

清
水
秀
三
郎

吉
岡
　
　
徹

三
石
　
義
文

井
出
　
浩
司

土
屋
　
啓
子

高
栁
　
博
行

塩
川
　
浩
志

和
嶋
美
和
子

江
本
　
信
彦

小
林
　
歳
春

内
藤
　
祐
子

小
林
　
松
子

栁
澤
　
眞
生

竹
花
　
美
幸

陳情第7号　米軍輸送機CV22（空軍）・ＭＶ22（海
兵隊）両オスプレイの飛行訓練に反対し、飛行中
止を求める意見書提出の陳情

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 不採択

陳情第8号　日本政府に国連「核兵器禁止条約」へ
の賛同と批准を求める意見書の提出に関する陳情 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 不採択

※「○」は賛成　「■」は反対　「退」は退席　「欠」は欠席　議長（高橋良衛）は採決に加わりません。

平成29年12月定例会　賛否一覧
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平成29年12月定例会　請願・陳情等状況一覧
番　　号 請願・陳情者 請願・陳情要旨 結　　果

平成29年
陳情第６号

佐久市岩村田3162-13
りんどう会

　会長　村上　裕史
受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法
の改正を求める意見書の提出を求める陳情 不採択

平成29年
陳情第７号

佐久市三河田557-29
ピースアクション佐久

　代表　望月　清泰

米軍輸送機ＣＶ22（空軍）・ＭＶ22（海兵隊）
両オスプレイの飛行訓練に反対し、飛行中止
を求める意見書提出の陳情

不採択

平成29年
陳情第８号

佐久市臼田197
佐久総合病院組合事務室

原水爆禁止佐久地区協議会
理事長　望月　清泰　外１団体

日本政府に国連「核兵器禁止条約」への賛同
と批准を求める意見書の提出に関する陳情 不採択

平成29年
陳情第９号

佐久市協和4194
大谷地区自治会

　会長　岩間　眞二
太陽光発電施設建設に関する陳情 継続審査

平成29年
陳情第10号

岡谷市長地権現町二丁目８番30号
ひまわり保育園内

　長野県民間保育園経営研究懇話会
会長　森　　　裕

「保育士の配置基準の見直し」と「公定価格
の増額」を求める国への意見書提出に関する
陳情

採択

3月9日 議場コンサート
　市では、毎年「３月９日」を「佐久市民の日」とし、市と市民が一体となって佐久市の魅力を

発見し、愛着と誇りを抱き、更なる発展を期するため、各種の記念事業を実施しています。

　佐久市議会では、これにあわせて、議会をより身近に感じていただくため、昨年同様、議場コン

サートを開催します。入場無料となっておりますので、皆さん、ご都合をつけてお越しください。

日時　３月９日㈮ 午後１時30分〜

場所　佐久市議会議場
内容　マリンバ奏者　横山晴子さん  他 ※�議場コンサートは、毎年、大変混雑

するため、約80席のうち今回は50
席分を予約席としました。

●申込期間　２月26日㈪〜３月２日㈮
●時　　間　午前８時30分〜

午後５時15分まで
●申込方法　予約は電話のみ
　　　　　　１人２席まで
　なお、予約されない方は、立ち見も
しくは入場できないこともありますの
でご承知ください。

事前申込連絡先：0267－62－3495
昨年の議場コンサートの様子
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◆
陳
情
審
査
で
こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

・ 

既
存
施
設
に
つ
い
て
の
指
導
は
、
法
の
不
遡
及
の

原
則
か
ら
対
応
が
難
し
い
。

・ 

も
う
こ
れ
以
上
、
作
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
い

う
趣
旨
で
あ
り
、
既
に
測
量
を
や
っ
て
い
る
業
者

も
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
早
期
の
条
例
改
正
を
望

ん
で
い
る
。

・ 
既
に
条
例
等
に
よ

り
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
課
題
も
あ
る

た
め
、
市
と
し
て

も
研
究
し
て
い
る

と
の
こ
と
な
の
で
、

市
の
今
後
の
方
針

や
状
況
を
見
定
め

る
必
要
が
あ
る
。

◆
こ
ん
な
質
問
や
意
見
が
出
ま
し
た

Q
　

情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
が

あ
る
こ
と
か
ら
、全
国
高
校
駅
伝
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
等
、

指
定
管
理
者
任
せ

で
は
な
く
、
担
当

課
か
ら
の
助
言
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A
　

次
年
度
以
降
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
に
反
対
し
、
飛
行
中
止

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

採
択　
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
等
が
確
保
で
き
る

ま
で
は
、
飛
行
す
べ
き
で
な
い
。

不
採
択　
オ
ス
プ
レ
イ
は
災
害
時
に
も
活
躍
で
き

る
と
聞
い
て
お
り
、
ま
た
世
界
情
勢
を
考
え
る

と
現
時
点
で
は
意
見
書
の
提
出
は
す
べ
き
で
は

な
い
。

指
定
管
理
者
の
指
定
、
予
算
案
等
可
決

陳
情
２
件
は
不
採
択

総
務
文
教
委
員
会
　
委
員
長
　
関
　
本
　
　
　
功

・ 
佐
久
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
佐
久

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
、
補
正
予
算
を
原
案
可
決
。

・ 

米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
に
反
対
し
、

飛
行
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
は
不
採
択
。

太
陽
光
発
電
施
設
建
設
に
関
す
る
陳
情
を

継
続
審
査

経
済
建
設
委
員
会
　
委
員
長
　
中
　
條
　
壽
　
一

　
市
道
認
定
、
平
尾
山
公
園
そ
の
他
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
総
合
交
付
金

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
野
球
場
建
設
関
連
に
つ

い
て
原
案
可
決
。

◆
こ
ん
な
審
査
状
況
で
し
た

　

障
が
い
者
支
援
施
設
・
中
込
共
同
作
業
セ
ン
タ

ー
・
佐
久
の
泉
共
同
作
業
セ
ン
タ
ー
・
野
沢
共
同
作

業
セ
ン
タ
ー
・
臼
田
共
同
作
業
セ
ン
タ
ー
・
浅
科
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
牧
・
望
月
共
同
作

業
セ
ン
タ
ー
・
岩
村
田
共
同
作
業
セ
ン
タ
ー
を
指
定

管
理
者
指
定
の
議
案
審
査
の
た
め
、
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
作

業
所
も
工
賃
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
委
員
会
で
の
審
査

で
「
市
内
商
工
団
体

と
連
携
し
、
工
賃
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
仕

事
を
」
と
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
2
件
事
件
案
11
件
を
可
決

新
規
陳
情
1
件
を
採
択

社
会
委
員
会
　
委
員
長
　
三
　
石
　
義
　
文

　
事
件
案
11
件
は
来
年
度
か
ら
の
「
指
定
管
理
者

の
指
定
」
に
関
わ
る
審
査
。

　
新
規
陳
情
は
「
保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直

し
」
と
「
公
定
価
格
の
増
額
」
を
求
め
る
国
へ
の

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
。

常 会任 審委 査員 報 告

太陽光発電施設建設予定地現地調査

中込共同作業センターの様子
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●�一般質問の紙面は、質問した議員個々の責任で編集しております。ご不明な
点は、議員にお尋ねください。また正式な記録は会議録でご覧ください。

●�佐久ケーブルテレビやインターネットによる動画配信を行っていますので
是非ご覧ください。

動画配信　QRコード

17名の議員が市政を問います

一 般 質 問

一般質問とは
�　議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の
状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を求め又は疑
問を質すことをいう。

ひとくち
メモ

◆
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て

Q
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
リ
ー

ス
方
式
に
よ
る
整
備
を
提
言
し
て
き

た
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
　

過
日
、
公
表
し
た
実
施
計
画
に
お

け
る
「
佐
久
市
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事

業
」
は
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
一
括
整
備
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

◆
療
育
支
援
体
制
に
つ
い
て

Q
　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
一
貫
し
て
提
言
を
し
て
き

た
。
市
の
療
育
支
援
体
制
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
　

法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
で
の

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
整
備

の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。
療
育
支
援

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
き
た
中
で
、

発
達
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て
の
ニ

ー
ズ
の
高
さ
や
、
今
後
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
数
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
為
、「
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
」
整
備
を
含
め
た
市
の
療
育

支
援
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

◆
佐
久
市
の
業
務
革
新
に
つ
い
て

Q
　

人
は
改
善
や
改
革
の
必
要
性
に
気

づ
い
て
い
て
も
、
実
行
に
移
す
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
。
職
員
の
意
識

改
革
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A
　

業
務
革
新
は
、
市
全
体
に
及
ぶ
も

の
、
職
員
が
日
常
的
に
改
善
を
積
み

上
げ
る
も
の
ま
で
、
幅
が
広
い
。
職

員
が
改
善
す
る
意
識
を
高
め
、
日
常

業
務
に
取
組
む
部
署
か
ら
の
提
案
に

よ
り
、
規
模
の
大
き
な
革
新
が
実
現

す
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
研
修
な
ど

を
実
施
し
、
職
員
の
業
務
改
革
に
対

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

リ
ー
ス
で
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
に
つ
い
て
・
市
の
業
務
革
新
に
つ
い
て

身近な場所で受けられる
療育支援体制の構築 江

え

本
もと

　信
のぶ

彦
ひこ
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Q
　

「
高
齢
者
等
生
活
実
態
調
査
」
の

内
容
を
ど
の
よ
う
に
施
策
に
反
映
す

る
の
か
。

A
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
「
し
て
欲

し
い
支
援
」
と
「
出
来
る
支
援
の
内

容
は
、「
急
病
な
ど
緊
急
時
の
手
助

け
」「
外
出
の
際
の
移
動
手
段
」「
災

害
時
の
手
助
け
」「
買
い
物
」「
雪
か

き
」
な
ど
で
ほ
ぼ
同
様
。
元
気
な
高

齢
者
と
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
が

お
互
い
に
助
け
合
い
暮
ら
せ
る
仕
組

み
作
り
が
必
要
。「
お
達
者
応
援
団

育
成
塾
」
の
充
実
、「
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
も
、

「
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
や
、「
地

域
の
支
え
合
い
組
織
づ
く
り
」
に
取

り
組
む
。「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
に
向
け
た
高
齢
者
支
援
施
策
の
展

開
を
し
て
い
く
。

Q
　

健
康
遊
具
設
置
に
つ
い
て
は
。

A
　

市
民
交
流
広
場
、
高
柳
公
園
、
五

稜
郭
公
園
に
11
種
類
14
基
設
置
済
。

現
在
整
備
中
の
一
本
柳
公
園
に
３
基

設
置
予
定
。
今
後
、
快
適
健
康
都
市

♦
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
つ
い
て

Q
　

市
内
各
所
で
多
く
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
水
害
や

除
草
剤
に
よ
る
被
害
、
廃
棄
な
ど
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
、
景
観
自
然

環
境
に
つ
い
て
な
ど
た
く
さ
ん
の
懸

念
の
声
を
聞
く
。
他
市
で
は
ガ
イ
ド

ラ
ン
を
制
定
し
指
導
し
て
い
る
が
、

佐
久
市
と
し
て
の
課
題
と
対
策
は
。

A
　

既
存
の
条
例
や
要
綱
に
従
い
指
導

し
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
の
不
安
の

声
も
あ
る
。
地
域
と
調
和
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適
切
な
導
入
が

図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

♦
給
食
食
材
に
つ
い
て

Q
　

佐
久
市
産
食
材
の
使
用
率
は
。

A
　

保
育
園
で
は
10
％
、
小
中
学
校
で

は
野
菜
な
ど
の
食
材
で
25
％
。

Q
　

血
管
疾
患
な
ど
に
影
響
す
る
ト
ラ

ン
ス
脂
肪
酸
を
含
む
食
材
使
用
は
。

A
　

保
育
園
で
は
月
１
回
程
度
の
お
や

つ
と
業
者
か
ら
の
パ
ン
。
小
中
学
校

で
は
年
に
3
回
程
度
と
業
者
か
ら
の

パ
ン
。
マ
ー
ガ
リ
ン
は
極
力
使
用
し

の
具
現
化
に
資
す
る
方
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
考
え
る
。

Q
　

市
営
住
宅
の
入
居
と
家
賃
滞
納
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
。

A
　

滞
納
人
数
177
名
、
滞
納
額
約

３
千
393
万
円
。
家
賃
納
入
が
確
認
で

き
な
い
方
に
は
、
督
促
状
、
戸
別
訪

問
、
電
話
連
絡
等
に
よ
り
徴
収
、
解

消
困
難
の
場
合
は
法
的
措
置
。

Q
　

家
賃
滞
納
者
の
連
帯
保
証
人
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。

A
　

連
帯
保
証
人
は
債
務
者
と
同
様
の

義
務
を
負
う
事
か
ら
、
滞
納
の
解
消

に
つ
い
て
も
対
応
を
求
め
る
。

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

Q
　

砂
糖
と
人
工
甘
味
料
の
使
用
は
。

A
　

砂
糖
は
文
科
省
の
摂
取
目
標
量
以

内
、
人
工
甘
味
料
は
不
使
用
。

◆
女
性
の
就
業
起
業
支
援
に
つ
い
て

Q
　

育
児
中
の
継
続
的
な
就
労
支
援
や

育
成
は
大
変
重
要
と
考
え
る
が
、
佐

久
市
の
関
わ
り
は
。

A
　

県
の
事
業
で
女
性
就
労
支
援
員
が

い
る
。
市
で
は
場
所
を
提
供
し
、
周

知
に
協
力
し
て
い
る
。

Q
　

起
業
を
希
望
す
る
女
性
も
多
い
が
、

今
後
の
支
援
策
は
。

A
　

充
分
に
情
報
収
集
し
た
い
。

「
高
齢
者
等
生
活
実
態
調
査
」
か
ら
の
施
策

健
康
遊
具
の
設
置
増
加
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
設
置
は
地
域
と
の
協
議
を
！

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
女
性
の
就
業
支
援
を
！

健康遊具利用案内看板

豊かな緑に囲まれた土地へ移住してきたが… 吉
よし

川
かわ

　友
とも

子
こ

小
こばやし

林　歳
とし

春
はる
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◆
国
保
に
つ
い
て

Q
　

来
年
度
か
ら
の
制
度
改
革
に
伴
い
、

県
へ
の
納
付
額
も
１
月
に
は
最
終
決

定
と
な
る
。
現
行
よ
り
提
示
額
が
低

い
場
合
、
ま
た
、
今
年
度
黒
字
決
算

で
も
あ
り
、
一
人
１
万
円
の
国
保
税

値
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

A
　

県
の
試
算
は
現
状
を
反
映
し
て
い

る
と
言
え
ず
、
単
年
度
収
支
で
は
な

く
、
中
長
期
的
視
点
で
検
討
。

◆
県
立
武
道
館
に
つ
い
て

Q
　

佐
久
市
の
負
担
額
が
12
億
５
千
万

円
と
い
う
事
だ
が
、
創
錬
の
森
の
敷

地
の
面
積
、
取
得
額
は
い
く
ら
か
。

A
　

創
錬
セ
ン
タ
ー
含
む
５
万
１
千
㎡

を
17
億
２
千
万
円
で
取
得
。
面
積
は

３
万
６
千
㎡
。

Q
　

３
千
人
規
模
可
能
と
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て

い
る
か
。

A
　

多
目
的
利
用
は
多
く
の
期
待
。
大

賀
ホ
ー
ル
の
様
で
は
な
い
。
北
信
越

大
会
規
模
の
武
道
館
で
あ
る
。

Q
　

特
に
文
化
分
野
の
市
民
の
意
見
を

Q
　

日
露
通
好
条
約
が
結
ば
れ
た
２
月

７
日
の
北
方
領
土
の
日
に
先
駆
け
て
、

毎
年
11
月
頃
に
返
還
要
求
の
署
名
活

動
が
行
わ
れ
る
が
、
北
方
領
土
問
題

に
対
す
る
市
長
の
所
見
、
市
職
員
の

取
り
組
み
、
市
民
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
。

A
　

市
長
・
一
日
も
早
い
問
題
解
決
を

望
む
。
市
職
員
の
署
名
数
は
職
員
、

家
族
含
め
て
昨
年
２
千
30
名
。
市
民

へ
の
働
き
か
け
は
、
北
方
領
土
返
還

要
求
長
野
県
民
会
議
と
連
携
し
て
い

く
。

Q
　

県
は
民
泊
新
法
の
施
行
に
備
え
、

民
泊
営
業
日
数
を
制
限
す
る
条
例
案

を
２
月
定
例
会
に
提
出
す
る
が
、
市

は
、
市
内
の
宿
泊
施
設
の
利
用
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
県
条
例
に

関
す
る
市
へ
の
調
査
に
対
す
る
回
答
。

今
後
、
各
業
界
か
ら
意
見
聴
取
す
る

場
を
設
け
る
か
。

A
　

佐
久
市
の
宿
泊
者
数
は
38
万
８
千

　
　
800
人
。
県
の
調
査
に
は
回
答
し
て
い

な
い
が
、
生
活
環
境
悪
化
が
認
め
ら

ど
う
聞
い
て
い
く
の
か
。

A
　

県
と
調
整
し
な
が
ら
、
説
明
し
て

い
く
。

◆
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Q
　

報
道
に
あ
る
よ
う
に
、
需
要
に
応

え
き
れ
な
い
の
が
現
状
。
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
新
設
含
め
、
ニ
ー
ズ

に
ど
う
応
え
る
か
。

A
　

発
達
障
害
へ
の
理
解
が
進
み
、
現

在
79
名
の
登
録
者
。
地
域
の
社
会
資

源
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

整
備
を
含
め
た
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。

れ
れ
ば
規
制
は
必
要
で
あ
り
今
後
、

市
民
や
各
業
界
の
意
見
聴
取
を
す
る
。

Q
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
信
時
の
保
育
園
、

小
中
学
校
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

A
　

児
童
の
安
全
確
保
が
第
一
で
あ
り
、

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は

的
確
に
判
断
し
て
い
く
。
教
育
委
員

会
か
ら
校
長
会
へ
指
示
済
。
出
前
講

座
開
催
等
で
対
応
す
る
。

国
保
に
つ
い
て
・
県
立
武
道
館
に
つ
い
て
・

障
害
児
支
援
に
つ
い
て

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
活
動
・
佐
久
市
の

民
泊
・
市
内
児
童
館
な
ど
に
つ
い
て

資料県立武道館　図面

佐久市の児童館 清
し

水
みず

秀
ひで

三
さぶ

郎
ろう

内
ない

藤
とう

　祐
ゆう

子
こ
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Q
　

佐
久
平
駅
南
地
区
の
開
発
に
お
い

て
の
佐
久
市
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。

A
　

樋
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
に
よ
る
市
民
意
見
が
反
映
さ
れ
た

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
市
が
必

要
と
す
る
公
共
施
設
整
備
を
土
地
区

画
整
理
事
業
と
併
せ
実
施
す
る
。
特

に
市
が
施
行
す
る
事
業
は
、
周
辺
一

帯
の
交
通
環
境
か
ら
地
域
を
結
ぶ
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
道
路
や
広

場
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
　

佐
久
臼
田
IC
周
辺
の
新
工
業
団
地

整
備
に
あ
た
り
、
新
工
業
団
地
造
成

に
か
か
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

A
　

今
年
度
中
に
は
事
業
に
対
す
る
基

本
合
意
を
頂
き
、
農
振
除
外
の
県
及

び
国
と
の
協
議
に
入
り
た
い
。
農
振

除
外
・
農
地
転
用
の
手
続
き
に
概
ね

一
年
程
度
を
見
込
み
、
そ
の
後
用
地

買
収
に
係
る
交
渉
や
契
約
、
開
発
行

為
の
許
可
な
ど
の
手
続
き
を
平
成
32

年
度
の
早
期
に
完
了
し
た
い
。

Q
　

無
居
住
家
屋
の
実
態
調
査
に
お
い

て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
空
き
家
の
現

Q
　

施
設
の
形
態
お
よ
び
機
能
に
つ
い

て
。

A
　

浅
科
支
所
、
浅
科
会
館
、
浅
科
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
を
考
慮
す
る

中
で
、
佐
久
市
公
共
施
設
等
総
合
計

画
に
基
づ
き
３
施
設
の
機
能
を
集
約

し
複
合
施
設
と
し
て
、
現
浅
科
支
所

庁
舎
に
建
設
す
る
予
定
。
総
合
支
所

の
機
能
を
維
持
し
浅
科
地
区
の
生
涯

学
習
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

Q
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
　

年
内
に
区
長
や
公
民
館
運
営
委
員
、

施
設
利
用
者
等
で
組
織
す
る
検
討
委

員
会
を
設
立
し
、
来
年
１
月
中
旬
に

第
１
回
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
を
ご
説
明
の
上
、
協

議
を
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の
後
１
月

下
旬
か
ら
２
月
下
旬
頃
に
、
地
元
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
事
業
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
予
定
。

Q
　

耕
作
放
棄
地
の
現
状
に
つ
い
て
。

A
　

昨
年
度
の
調
査
結
果
で
は
、
荒
廃

農
地
は
、
市
全
域
で
１
千
778 

ha
存
在

状
と
課
題
は
ど
う
か
。

A
　

空
き
家
の
実
態
調
査
の
結
果
「
空

き
家
と
推
定
さ
れ
る
建
物
」
は

3
千
103
軒
で
こ
の
う
ち
、
約
630
軒
を

「
大
規
模
な
修
繕
や
除
去
等
が
必
要
」

と
思
わ
れ
る
建
物
と
判
定
し
た
ほ
か
、

約
600
軒
を
「
第
三
者
に
危
険
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
建
物
」
と
判
定
。

課
題
と
し
て
は
、
相
続
を
し
た
も
の

の
長
期
間
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
多

い
、
ま
た
、
空
き
家
が
存
在
す
る
要

因
は
「
改
修
・
除
去
費
用
の
捻
出
が

困
難
」
で
あ
る
こ
と
。

し
、
経
営
耕
地
面
積
に
対
す
る
割
合

は
約
32
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　

耕
作
放
棄
地
関
連
補
助
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
。

A
　

国
の
交
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
か
ら

昨
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
累
計
で
、

解
消
面
積
は
、
約
22 

ha
。
交
付
金
は
、

３
千
50
万
円
。
市
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
26
年

か
ら
３
年
間
で
解
消
面
積
約
６
ha
、

補
助
金
は
80
万
円
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

子
ど
も
の
海
外
交
流
事
業
に
つ
い
て

佐
久
平
駅
南
地
区
の
開
発
・
工
業
団
地
の
整
備
・

無
居
住
家
屋
対
策
に
つ
い
て

浅
科
支
所
の
整
備
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

佐久平駅南地区

佐久市役所浅科支所 高
たか

栁
やなぎ

　博
ひろ

行
ゆき

関
せき

本
もと

　　功
いさお
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Q
　

超
過
勤
務
が
月
83
時
間
に
達
し
て

い
る
と
の
県
教
組
の
調
査
結
果
が
新

聞
報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
は
厚
労
省
の

「
労
災
認
定
の
目
安
と
す
る
過
労
死

ラ
イ
ン
・
月
80
時
間
」
を
上
回
る
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。
市
教
委
は
ど
う

受
け
止
め
る
か
。
市
内
の
学
校
の
実

態
は
ど
う
か
。

A
　

教
員
の
時
間
外
勤
務
は
過
大
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
市
内
の
学
校
の

聞
き
取
り
調
査
し
た
結
果
は
平
均
で

小
学
校
が
56
時
間
29
分
、
中
学
校
が

78
時
間
33
分
で
80
時
間
を
越
え
た
者

も
何
人
か
い
た
。

Q
　

「
年
間
を
通
し
て
月
45
時
間
以
下

に
な
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
の
県
教

委
の
方
針
だ
が
仕
事
量
縮
減
等
ど
う

具
体
化
す
る
の
か
。
市
費
に
よ
る
教

職
員
の
増
員
を
す
べ
き
だ
。
ま
た
１

カ
月
以
上
の
長
期
療
養
中
の
教
職
員

は
何
人
居
る
の
か
。
ま
た
そ
の
病
状

は
何
か
。

A
　

勤
務
時
間
の
割
振
り
（
超
過
す
る

分
を
他
の
日
程
で
調
整
）
を
実
施
し

Q
　

現
在
実
施
し
て
い
る
「
が
ん
検

診
」
特
に
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
大
腸
が
ん
の
検
診
状
況
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A
　

現
在
６
種
類
の
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
る
。
若
い
時
か
ら
受
診
し
て

も
ら
え
る
様
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
関
し

て
は
、
40
歳
か
ら
35
歳
に
引
き
下
げ

る
体
勢
を
整
え
る
。

Q
　

大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
の
推

移
は
ど
の
様
か
。

A
　

28
年
度
に
関
し
て
は
、
対
象
者
2.5

％
、
受
診
者
8.2
％
の
伸
び
で
あ
る
。

Q
　

受
診
し
よ
う
と
い
う
「
き
っ
か

け
」
が
重
要
か
と
思
う
が
、
廃
止
さ

れ
た
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
罹
り
や

す
い
と
さ
れ
る
「
50
才
限
定
無
料

券
」
と
し
て
、
佐
久
市
独
自
で
復
活

で
き
な
い
か
。

A
　

「
き
っ
か
け
」
作
り
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
特
定
健
診
の
内
、

40
〜
75
才
の
節
目
年
齢
の
無
料
化
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

た
り
、
職
員
会
議
回
数
の
見
直
し
、

部
活
動
の
週
１
回
休
み
、
加
配
の
支

援
教
師
の
配
置
（
現
13
名
）
な
ど
対

策
を
取
り
始
め
て
い
る
。
病
欠
者
は

現
状
７
名
で
精
神
的
疾
患
が
４
名
、

他
の
病
気
が
３
名
。

Q
　

教
師
の
出
退
勤
の
管
理
は
。
タ
イ

ム
カ
ー
ド
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

A
　

各
人
が
勤
務
時
間
管
理
ソ
フ
ト
に

て
報
告
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

給
料
月
額
の
４
％
が
教
職
調
整
額
と
し

て
の
加
算
の
み
で
、
労
基
法
の
時
間
外

勤
務
割
増
賃
金
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。

Q
　

検
便
で
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ

た
511
人
の
内
、
172
人
も
の
方
が
精
密

検
査
を
受
け
て
い
な
い
が
、
受
診
勧

奨
は
ど
の
様
に
実
施
し
て
い
る
か
。

A
　

精
密
検
査
を
促
す
文
書
、
医
療
機

関
紹
介
等
の
送
付
。
４
ヶ
月
後
に
追

跡
調
査
を
行
い
、
未
受
診
者
に
は
受

診
の
有
無
、
理
由
を
確
認
す
る
為
の

調
査
票
を
送
付
。
１
ヶ
月
後
に
電
話

確
認
等
に
よ
り
、
受
診
勧
奨
を
実
施

し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・ 

集
合
住
宅
分
譲
住
宅
新
築
の
際
の
ゴ
ミ

収
集
場
所
等
に
つ
い
て

小
中
学
校
教
師
の
超
過
勤
務
の
軽
減
を

市
が
補
助
金
支
給
し
た
企
業
の
雇
用
は

佐
久
市
で
実
施
し
て
い
る
「
が
ん
検
診
」
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

子どもに向合える時間を

土
つち

屋
や

　啓
ひろ

子
こ

栁
やなぎさわ

澤　眞
まさ

生
お
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Q
　

大
規
模
開
発
の
結
果
、
中
心
だ
け

が
栄
え
、
周
辺
部
は
過
疎
化
に
い
っ

そ
う
拍
車
が
か
か
ら
な
い
か
。

A
　

多
く
の
人
を
佐
久
市
に
呼
び
込
む

と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
市
内
各
所
を

訪
れ
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が

目
的
。
こ
の
上
で
、
市
内
各
地
で
地

場
産
業
の
振
興
や
地
域
資
源
の
活
用

な
ど
の
施
策
推
進
が
重
要
。

Q
　

佐
久
平
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

計
画
案
で
、
区
画
道
路
が
幹
線
道
路

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
総
事
業
費
は

約
60
億
円
に
膨
ら
ん
だ
が
ど
う
し
て

か
。

A
　

こ
の
道
路
は
、
佐
久
平
駅
か
ら
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
か
ら
整
備
方
針
と
し
て
提

言
を
い
た
だ
い
た
。
シ
ン
ボ
ル
道
路

と
い
う
こ
と
で
、
市
が
整
備
す
る
。

Q
　

本
年
10
月
に
新
し
い
交
通
体
系
の

試
験
運
行
に
移
行
し
た
が
、
乗
り
換

え
や
運
賃
値
上
げ
、
前
日
予
約
な
ど

問
題
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
実

◆
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

Q
　

自
主
防
災
組
織
と
訓
練
に
つ
い
て

地
域
ご
と
に
差
が
あ
る
の
で
マ
ニ
ュ

ア
ル
整
備
が
必
要
。

A
　

各
区
に
組
織
が
あ
る
。
数
区
に
つ

い
て
組
織
が
で
き
て
い
な
い
。
訓
練

は
避
難
訓
練
か
ら
消
火
訓
練
ま
で
各

区
で
実
施
し
て
い
る
。

Q
　

避
難
所
に
つ
い
て
。

A
　

災
害
は
洪
水
・
土
砂
崩
れ
・
噴

火
・
地
震
が
あ
る
。
避
難
場
所
も
指

定
緊
急
避
難
所
と
指
定
避
難
所
の
２

種
類
が
あ
る
。
災
害
も
４
種
類
あ
る

の
で
各
避
難
施
設
に
使
用
の
可
否
を

表
記
す
る
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
も

修
正
す
る
。

Q
　

避
難
所
開
設
と
運
営
に
つ
い
て
。

A
　

職
員
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
て

対
応
す
る
。

◆
農
政
に
つ
い
て

Q
　

試
験
圃
場
の
実
績
・
成
果
と
今
後

の
試
験
栽
培
は
ど
う
考
え
る
か

A
　

カ
モ
ミ
ー
ル
等
栽
培
の
他
透
明
マ

ル
チ
防
草
シ
ー
ト
も
実
績
と
し
て
有

態
を
ど
う
思
う
か
。

A
　

確
か
に
さ
ま
ざ
ま
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
の
内
容
改
正
等

含
め
検
討
し
て
い
く
。

Q
　

市
営
と
民
間
バ
ス
の
料
金
に
格
差

が
あ
る
が
、
飯
田
市
な
ど
が
行
っ
て

い
る
民
間
バ
ス
事
業
者
へ
の
補
助
を

参
考
に
し
て
、
民
間
バ
ス
の
運
賃
を

下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
　

地
域
内
を
ま
た
ぐ
路
線
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
料
金
設
定
に
つ
い
て
は

課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
飯
田

市
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
が
、

現
状
に
お
い
て
は
難
し
い
。

る
。
今
後
は
数
量
の
安
定
・
省
力
化

に
向
け
て
実
証
実
験
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し

た
品
目
の
実
証
栽
培
を
実
施
す
る
。

Q
　

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
。
市
内
で

加
工
が
望
ま
し
い
が
、
市
内
食
料
品

製
造
事
業
所
と
連
携
で
き
な
い
か
。

A
　

ジ
ャ
ム
加
工
所
は
有
る
が
ジ
ュ
ー

ス
は
自
家
用
と
し
て
JA
に
有
る
。
他

は
把
握
し
て
い
な
い
。
食
料
品
製
造

事
業
所
と
の
連
携
は
生
産
者
と
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

佐
久
平
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

新
し
い
交
通
体
系
の
試
験
運
行
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
・
農
政
に
つ
い
て

土
つち

屋
や

　俊
とし

重
しげ

小
こばやし

林　松
まつ

子
こ
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Q
　

学
校
が
所
有
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
の

台
数
と
状
態
は
ど
う
か
。

A
　

小
学
校
が
61
台
、
中
学
校
が
26
台
。

ピ
ア
ノ
の
状
態
は
、
大
規
模
な
修
繕

が
必
要
な
も
の
が
小
学
校
で
１
台
、

中
学
校
で
３
台
。
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

が
必
要
な
も
の
が
小
学
校
で
６
台
、

中
学
校
で
10
台
。
診
断
を
行
い
、
更

新
を
計
画
し
て
い
く
。

Q
　

学
校
の
ピ
ア
ノ
が
古
く
、
買
い
換

え
が
で
き
な
い
の
で
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
い
う
切
実
な
声
を
こ
れ
ま
で

に
頂
い
た
。
子
ど
も
達
の
豊
か
な
感

性
を
養
う
た
め
に
も
ピ
ア
ノ
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
。
今
後
の

整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
　

学
校
の
ピ
ア
ノ
は
様
々
な
状
態
の

も
の
が
あ
る
。
毎
年
調
律
を
実
施
し
、

良
好
な
状
態
で
な
い
も
の
は
修
理
・

買
い
換
え
を
行
い
、
ピ
ア
ノ
の
整
備

に
努
め
て
い
く
。

Q
　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ピ
ア
ノ

の
買
い
換
え
に
つ
い
て
、
皆
様
の
大

切
な
税
金
で
購
入
す
る
と
な
れ
ば

◆
県
立
武
道
館
に
つ
い
て

Q
　

佐
久
市
の
負
担
12
憶
５
千
万
円
と

い
う
額
は
ど
う
決
ま
っ
た
の
か
。

A
　

老
朽
化
し
た
今
の
市
営
武
道
館
を

同
規
模
で
建
て
替
え
た
場
合
の
事
業

費
を
上
限
と
し
て
県
と
協
議
し
た
。

Q
　

そ
の
原
資
は
合
併
特
例
債
か
？

A
　

そ
の
予
定
。

Q
　

市
内
団
体
が
使
う
際
の
使
用
料
減

免
や
、
市
の
大
会
の
優
先
利
用
な
ど
、

市
営
武
道
館
を
建
て
替
え
た
場
合
と

同
条
件
で
市
民
が
利
用
で
き
る
の
か
。

A
　

県
に
は
そ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

Q
　

す
ぐ
東
に
あ
る
広
い
県
有
地
の
利

用
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

A
　

現
在
の
建
設
予
定
地「
創
練
の
森
」

へ
の
建
設
を
県
に
要
望
し
て
き
た
。

Q
　

12
憶
円
と
い
う
巨
額
の
負
担
を
す

る
以
上
、
県
に
対
し
て
主
張
す
べ
き

こ
と
は
き
ち
ん
と
主
張
し
て
ほ
し
い
。

A
　

伝
え
る
こ
と
は
し
っ
か
り
伝
え
、

良
好
な
関
係
を
保
っ
て
協
議
し
て
い

く
。

「
誰
に
で
も
安
定
し
た
音
が
提
供
で

き
る
事
」
が
重
要
な
選
定
基
準
。
ど

の
よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

A
　

今
回
セ
ミ
コ
ン
か
ら
フ
ル
コ
ン
へ

買
い
換
え
を
計
画
し
て
い
る
。
会
議

を
開
催
し
、
複
数
の
専
門
家
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ

い
て
、
一
貫
し
た
支
援
が
可
能
な
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
必
要
。
今

後
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
を

含
め
た
市
の
療
育
支
援
体
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

Q
　

特
別
支
援
学
級
は
先
生
１
人
で
児

童
を
最
大
８
人
受
け
持
っ
て
い
る
が

現
実
は
１
対
８
で
は
厳
し
い
。
普
通

学
級
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
特

別
支
援
学
級
に
も
配
置
で
き
な
い
か
。

A
　

原
則
は
配
置
し
て
い
な
い
が
、
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

Q
　

「
支
援
員
」
は
専
門
性
の
高
い
仕

事
で
経
験
の
積
み
重
ね
が
大
切
。
臨

職
な
ど
の
「
６
年
雇
い
止
め
」
の
対

象
か
ら
、
は
ず
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

市
民
へ
の
公
平
な
就
職
機
会
の
提

供
の
た
め
雇
い
止
め
を
行
っ
て
い
る
。

経
験
が
大
き
な
助
け
に
な
る
の
は
支

援
員
に
限

ら
な
い
。

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
ノ
フ
ル
コ
ン
へ

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置
を
!!

市
民
が
使
い
や
す
い
県
立
武
道
館
に
！

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
！

県立武道館の完成予想図 塩
しお

川
かわ

　浩
ひろ

志
し

竹
たけ

花
はな

　美
み

幸
ゆき
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Q
　

オ
ー
プ
ン
以
降
11
月
末
ま
で
の
総

利
用
者
数
と
そ
の
評
価
は
。

A
　

レ
ジ
通
過
の
利
用
者
総
数
は

16
万
５
千
500
人
。
飲
食
部
門
は
調
理

師
の
不
足
も
あ
っ
て
目
標
に
届
い
て

い
な
い
が
、
販
売
部
門
は
概
ね
順
調

だ
と
評
価
し
て
い
る
。

Q
　

冬
場
に
な
り
生
鮮
野
菜
、
特
に
青

物
の
品
揃
え
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
　

出
荷
農
家
さ
ん
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
栽
培
を
お
願
い
し
て
い
る
ほ
か
JA

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
揃
え
て

い
き
た
い
。

Q
　

加
工
食
品
に
つ
い
て
は
「
佐
久
市

産
の
物
産
を
中
心
と
す
る
」
と
の
方

針
に
反
し
、
当
市
産
の
も
の
が
極
端

に
少
な
い
の
は
問
題
だ
。
ま
た
全
国

に
17
あ
る
当
市
の
友
好
都
市
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
産
物
を
、
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
販
売
し
た
ら
ど
う
か
。

A
　

い
ず
れ
も
今
後
検
討
し
努
力
し
て

い
き
た
い
。

Q
　

飲
食
部
門
、
特
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
課
題
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ビ
ュ
ッ

Q
　

来
年
４
月
に
開
講
す
る
「
武
論
尊

100
時
間
漫
画
塾
」
に
合
わ
せ
、
北
斗

の
拳
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
用
車
や

バ
ス
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
佐
久
市
の
新
た
な
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

著
作
権
等
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
は
あ
る
が
、
漫
画
塾
の
開
講
に

合
わ
せ
て
佐
久
市
を
全
国
発
信
で
き

る
こ
と
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
引
き

続
き
武
論
尊
氏
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
を
い
た
だ
く
中
で
、
幅
広
く
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q
　

佐
久
長
聖
高
校
駅
伝
部
の
活
躍
も

追
い
風
に
「
マ
ラ
ソ
ン
の
ま
ち
」

「
駅
伝
の
ま
ち
」
と
し
て
の
確
立
を

目
指
し
、
今
こ
そ
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
開
催
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

A
　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
が
実
現

す
る
と
、
交
流
人
口
の
創
出
や
地
域

活
性
化
、
全
国
に
佐
久
を
PR
す
る
手

段
と
し
て
も
大
き
な
期
待
が
持
て
る
。

フ
ェ
形
式
で
90
分
の
食
べ
放
題
と
い

う
今
の
ス
タ
イ
ル
は
対
象
顧
客
層
に

マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
90
分
は
長
す
ぎ
る

し
、
価
格
も
高
す
ぎ
る
。
中
高
年
者

と
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る

と
い
う
な
ら
「
上
質
で
お
い
し
い
も

の
を
適
量
、
適
正
価
格
で
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
「
ほ
っ
と
ぱ
ー
く
・
浅

科
」
と
の
す
み
分
け
や
連
携
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

A
　

合
同
イ
ベ
ン
ト
等
を
し
て
い
る
が

今
後
と
も
進
め
て
い
く
。

課
題
整
理
を
し
な
が
ら
、
開
催
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種
駅

伝
大
会
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

A
　

誘
致
に
向
け
て
折
に
触
れ
、
関
係

団
体
や
関
係
者
に
PR
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

既
存
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
見
直
す
考

え
は
あ
る
か
。

A
　

大
会
そ
れ
ぞ
れ
に
、
開
催
に
至
る

ま
で
の
経
緯
や
、
積
み
重
ね
て
き
た

実
績
が
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
検
討
の
際
に
は
、
統
合
も
含
め
て

関
係
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

「
道
の
駅
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
」
の

現
状
と
課
題
お
よ
び
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

武
論
尊
氏
の
ふ
る
さ
と
、
マ
ラ
ソ
ン
の
ま
ち

と
し
て
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
！

ヘルシーテラス佐久南

大
おお

井
い

　岳
たけ

夫
お

吉
よし

岡
おか

　　徹
とおる
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Q
　

佐
久
市
で
は
、
無
電
柱
化
を
検
討

し
て
い
る
が
、
特
に
、
観
光
地
で
あ

る
中
山
道
沿
線
の
望
月
宿
や
茂
田
井

合
の
宿
で
実
施
し
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
。
市
で
は
、
無
電
柱
化

に
つ
い
て
、
ど
こ
の
地
区
で
実
施
す

る
事
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

い
つ
か
ら
実
施
す
る
予
定
か
。

A
　

市
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
に
よ
る
財
政
上
の
措
置
の
見
通
し

や
、
技
術
革
新
や
規
制
緩
和
等
の
動

向
を
見
極
め
つ
つ
、
事
業
化
を
検
討

し
進
め
る
。
実
施
個
所
の
選
定
も
財

源
確
保
の
見
通
し
等
と
併
せ
て
総
合

的
な
見
地
か
ら
判
断
し
、
実
施
時
期

も
そ
の
検
討
の
過
程
で
精
査
し
て
行

う
。
望
月
宿
、
茂
田
井
合
の
宿
の
街

並
み
は
、
無
電
柱
化
に
よ
る
効
果
が

現
れ
や
す
い
場
所
の
一
つ
だ
と
考
え

て
い
る
。

Q
　

県
立
武
道
館
の
設
計
が
ま
と
ま
り

来
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
建
設
が
始
ま

る
が
、
今
ま
で
周
辺
道
路
は
ど
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
来
た
の
か
。
ま
た

◆ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

Q
　

平
成
29
年
10
月
か
ら
児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
、
ま
た
母
子
保
健
や

保
育
に
関
す
る
電
子
申
請
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。
忙
し
い
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
、
様
々
な
手
続
き
が
、

役
所
に
行
か
な
く
て
も
い
つ
で
も
好

き
な
時
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら

申
請
が
で
き
る
と
い
う
大
変
便
利
な

制
度
。
佐
久
市
は
い
つ
か
ら
利
用
で

き
る
か
。

A
　

現
在
佐
久
市
で
は
、
申
請
様
式
の

作
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
、
電
子
申
請
が

可
能
と
な
る
本
格
運
用
を
今
年
度
中

に
開
始
す
る
予
定
。

◆ 

台
風
21
号
の
接
近
に
伴
う
児
童
館
の
休

館
に
つ
い
て

Q
　

小
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
の
で
、

児
童
館
も
休
館
に
な
っ
た
が
、
児
童

館
は
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
た
め

の
福
祉
的
な
役
割
が
あ
る
。「
条
件

付
き
で
も
、
開
館
し
て
ほ
し
い
」
と

今
後
交
通
渋
滞
や
地
元
区
民
の
生
活

道
路
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
。

A
　

今
ま
で
創
錬
の
森
整
備
構
想
を
策

定
し
こ
れ
に
併
せ
て
、
周
辺
の
道
路

整
備
も
行
っ
て
き
た
今
後
３
千
人
が

集
ま
る
規
模
の
施
設
が
建
設
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
区
や

公
安
委
員
会
、
県
な
ど
の
関
係
者
と

協
議
を
す
る
中
で
、
道
路
改
良
に
つ

い
て
検
討
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
。

い
う
市
民
の
声
を
多
く
聞
い
た
。
市

の
考
え
は
。

A
　

今
回
は
、
お
預
か
り
す
る
児
童
の

安
全
確
保
を
最
も
優
先
さ
れ
る
こ
と

と
し
た
対
応
。
小
学
校
が
休
校
す
る

時
は
、
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

場
合
や
予
期
せ
ぬ
事
案
が
発
生
す
る

よ
う
な
場
合
な
ど
。
児
童
館
も
災
害

等
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な

ど
、
児
童
の
安
全
確
保
が
担
保
で
き

な
い
場
合
は
臨
時
休
館
等
の
対
応
を

的
確
に
判
断
し
、
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

無
電
柱
化
に
つ
い
て

県
立
武
道
館
の
建
設
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

小
学
校
休
校
時
の
児
童
館
の
対
応
に
つ
い
て

津山市無電柱

佐久平浅間児童館 和
わ

嶋
じま

美
み

和
わ

子
こ

大
おお

塚
つか

　雄
ゆう

一
いち
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政 視 察行 報 告

◆
鳥
取
県
日
南
町

　

 「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
」
事
業
を

国
内
で
最
初
に
取
り
入
れ
た
同
町
の

道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
」

・ 

視
察
目
的
…
Co2
削
減
事
業
の
実
際
を

視
察
し
、
当
市
へ
の
導
入
の
参
考
に

す
る
。

・ 

所
感
…
こ
の
事
業
で
昨
年
は
28
ｔ
の

Co2
を
埋
め
合
わ
せ
し
た
と
の
こ
と
。

当
市
と
同
町
で
は
自
然
環
境
も
似
通

っ
て
い
る
。
当
市
の
道
の
駅
で
も
取

り
組
む
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

◆
鳥
取
県
三
朝
町

・ 

視
察
目
的
…
年
間
40
万
人
以
上
の
観

光
客
を
誘
致
し
て
い
る
同
町
の
観
光

事
業
の
実
態
を
視
察
し
、
当
市
の
観

光
振
興
の
参
考
に
す
る
。

・ 

所
感
…
こ
の
町
の
賑
わ
い
は
伝
統
や

観
光
資
源
に
寄
り
か
か
ら
ず
、
行
政
、

観
光
協
会
、
旅
館
組
合
等
が
一
体
と

な
っ
て
様
々
な
誘
客
事
業
を
切
れ
目

な
く
展
開
し
て
こ
そ
の
成
果
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
大
き
な
刺
激
に
な

っ
た
。

◆
岡
山
県
津
山
市

　
「
つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

・ 

視
察
目
的
…
同
市
が
行
政
主
導
で
行

っ
て
い
る
企
業
間
連
携
を
中
心
と
す

る
産
業
支
援
事
業
の
活
動
の
状
況
を

視
察
し
、
当
市
の
産
業
振
興
の
参
考

事
例
と
す
る
。

・ 

所
感
…
こ
の
2
年
間
で
100
社
を
超
え

る
企
業
連
携
を
達
成
し
、
新
製
品
の

開
発
等
す
で
に
多
く
の
成
果
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。
ま
た
こ

う
し
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
す
る
際
の
中
心
人
材
の
選
任
が
い

か
に
重
要
か
も
理
解
で
き
た
。

鳥
取
県
日
南
町
「
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
」

鳥
取
県
三
朝
町
「
観
光
誘
客
」

岡
山
県
津
山
市
「
つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
経
済
建
設
委
員
会

◆ 
山
口
県
宇
部
市
…
「
宇
部
市
国
民
保

護
計
画
に
つ
い
て
」
平
成
17
年
に
危

機
管
理
室
を
設
置
。
平
成
19
年
に
宇

部
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
。
平
成

29
年
11
月
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
。

　

 「
小
中
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
」

平
成
28
年
の
２
学
期
よ
り
小
中
学
校

で
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
導
入
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
セ
ブ
島
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

繋
ぎ
、
中
学
校
で
は
３
人
〜
４
人
の

グ
ル
ー
プ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
て

実
施
。
効
果
と
し
て
英
検
で
聞
く
力

が
向
上
。
小
学
校
で
は
デ
ジ
タ
ル
黒

板
で
児
童
全
員
が
一
人
の
講
師
と
対

話
を
行
っ
て
い
る
。

◆ 

萩
市
…
「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
に
つ

い
て
」
ま
ち
じ
ゅ
う
に
地
域
の
文
化

遺
産
が
展
示
・
保
存
さ
れ
て
い
る
旧

武
家
屋
敷
群
な
ど
の
広
い
博
物
館
＝

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
。

Ｎ
P
О
・
行
政
・
市
民
組
織
が
連
携

し
な
が
ら
、
萩
の
ま
ち
の
歴
史
・
文

化
を
継
承
す
る
動
き
が
活
発
化
。

Ｎ
P
О
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
が
市

民
レ
ベ
ル
で
推
進
。
萩
も
の
し
り
博

士
検
定
で
街
角
解
説
員
の
育
成
・
活

躍
。
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
活
用
。

◆ 

下
松
市
…「
行
財
政
計
画
に
つ
い
て
」

昭
和
51
年
に
財
政
再
建
団
体
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
改
革
に
対
す
る
職
員

や
市
民
の
意
識
が
高
い
。（
例
）
学

校
給
食
の
調
理
・
配
送
業
務
の
民
間

委
託
。
保
育
園
は
４
園
の
内
２
園
を

民
間
委
託
し
、
今
後
残
り
２
園
も
民

間
委
託
の
方
向
。
先
進
例
を
参
考
に

今
後
の
佐
久
市
で
も
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

山
口
県
宇
部
市　
「
国
民
保
護
計
画
・
英
語
教
育
」

山
口
県
萩
市　
　
「
萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」

山
口
県
下
松
市　
「
行
財
政
改
革
」

総
務
文
教
委
員
会まちじゅう博物館にて

道の駅「にちなん日野川の郷」
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◆
岡
山
県
倉
敷
市
…
倉
敷
市
で
は
、
介

護
保
険
施
設
や
児
童
館
な
ど
で
施
設
利

用
者
と
の
散
歩
や
話
し
相
手
、
掃
除
な

ど
を
、
介
護
予
防
促
進
の
観
点
か
ら
、

40
歳
以
上
の
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
行
い
、
そ
の
実
績
に
応
じ
て

た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
金
と
し
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

参
加
者

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
積
極
的
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
を
奨
励
、
支
援
し
、
社
会
参
加
活
動

を
通
し
た
参
加
者
自
身
の
健
康
増
進
も

図
ら
れ
、
実
質
的
に
介
護
保
険
料
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆
香
川
県
高
松
市
…
育
児
な
ど
子
育
て

の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
人
と
援
助
し
た

い
人
が
会
員
と
な
る
組
織
を
設
立
し
、

地
域
で
子
育
て
援
助
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
仕
事
と
育
児
の
支
援
を
行
う
事
業
。

具
体
的
に
は
、
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎

や
映
画
鑑
賞
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

イ
ム
の
一
時
預
か
り
を
有
償
で
受
け
る

事
が
出
来
る
。
ま
た
、
預
け
る
側
の
不

安
解
消
を
担
保
す
る
た
め
に
、
預
か
る

側
は
「
ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
」
の

受
講
（
15
講
座
）
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
自
助
、
共
助
、
公
助
の
サ
イ
ク

ル
を
活
か
し
た
事
業
で
あ
る
。

◆
兵
庫
県
篠
山
市
…
現
在
、
全
国
102
の

都
道
府
県
及
び
市
町
で
成
立
し
て
い
る

手
話
言
語
条
例
を
、
佐
久
市
に
お
い
て

も
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
成
立
に
向
け

て
、
全
国
で
９
番
目
に
成
立
し
た
篠
山

市
を
視
察
し
た
。
市
民
が
、
手
話
が
言

語
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
手
話
の
広
が

り
を
実
感
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
住
み
よ

い
篠
山
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
で
き

た
。

岡
山
県
倉
敷
市
「
倉
敷
市
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

香
川
県
高
松
市
「
た
か
ま
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」事
業　

兵
庫
県
篠
山
市
「
手
話
言
語
条
例
」

社
会
委
員
会

篠山市の公共施設に置いてある
コミュニケーション支援ボード

◆
秋
田
県
能
代
市

・ 

視
察
目
的
…
「
銀
河
連
邦
」
を
共
に

構
成
す
る
自
治
体
と
し
て
、
同
市
の

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
関
わ
り
方
や
他
の
連

邦
都
市
と
の
交
流
事
業
を
ど
う
行
っ

て
い
る
か
を
視
察
し
、
当
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
参
考
と
す
る
。

・ 

所
感
…
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
実
験
場
等
の

地
域
資
源
を
生
か
し
て
多
方
面
に
わ

た
る
様
々
な
事
業
が
工
夫
さ
れ
て
展

開
さ
れ
て
い
た
。
当
市
の
取
り
組
み

の
不
足
を
痛
感
し
た
。

◆
青
森
県
八
戸
市

・ 

視
察
目
的
…
同
市
議
会
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
2
年
前
か
ら
議
会

活
動
に
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
を
導

入
し
た
先
進
議
会
。
導
入
ま
で
の
経

過
と
シ
ス
テ
ム
の
実
際
を
知
り
、
当

議
会
へ
の
導
入
の
参
考
に
す
る
。

・ 
所
感
…
最
新
シ
ス
テ
ム
な
の
に
2
年

の
準
備
期
間
で
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
さ

れ
た
こ
と
が
ち
ょ
っ
と
意
外
だ
っ
た
。

導
入
の
効
果
は
単
に
紙
の
削
減
に
と

ど
ま
ら
ず
、
事
務
局
の
負
担
軽
減
な

ど
大
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
当
議
会
も
検
討
す
べ
き
。

◆
山
形
県
上
山
市

・ 

視
察
目
的
…
同
市
議
会
で
は
議
員
の

一
般
質
問
を
日
曜
日
に
開
催
し
て
市

民
の
傍
聴
を
し
や
す
く
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
視
察
し
、
当
議
会
へ
の

導
入
の
検
討
材
料
と
す
る
。

・ 

所
感
…
質
問
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど

工
夫
し
て
多
く
の
議
員
の
質
問
を
一

日
で
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
当
日
117

名
の
傍
聴
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
課

題
は
あ
る
が
当
議
会
で
も
導
入
を
検

討
す
べ
き
だ
。

秋
田
県
能
代
市
「
銀
河
連
邦
交
流
事
業
」

青
森
県
八
戸
市
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
」

山
形
県
上
山
市
「
サ
ン
デ
ー
議
会
」

議
会
運
営
委
員
会

タブレット端末導入により
ペーパーレス化が進む八戸市議会
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議員提案による佐久市手話言語条例を制定しました

条例の趣旨・目的

佐久市議会での動き

条例の概要（抜粋）

　手話は日本語などの音声言語と異なり、ろう者が物事を考え会話するときに手指や体の動き、表情を使って
視覚的に表現する独自の体系を持つ言語です。
　佐久市は、手話は言語であるとの認識に基づき、手話に関する基本理念を定め、市の責務と市⺠及び事業者
の役割を明らかにすることにより、総合的かつ計画的に手話に関する施策を推進し、もってすべての市⺠が共
に⽣きる地域社会の実現に寄与することを目的としています。

　平成28年８月に「手話言語条例の制定を求める」要望書が社
会福祉法人 佐久聴覚障がい者協会より提出され、佐久市議会社
会委員会において手話言語条例の制定に向けた研究や、ろう者、
手話通訳者、通訳⼠、要約筆記者、中途失聴者、⻑野県障がい者
⽀援課、前橋市、篠⼭市など、多くの関係団体と意見交換を行い、
今回の条例案にいたりました。

・市民は、手話に対する関心と理解を深め、市が推進する施策に協力するよう努める
・事業者は、ろう者に対してサービス提供時や雇用する時は、手話に関して配慮するよう努める
・医療機関の開設者は、ろう者が手話をしやすい環境の整備に努める
・  市は、災害時において、ろう者に対し、情報の迅速な取得や意思疎通の支援に必要な措置を講ずるよう努める
・市は、聴覚障害者の特性に応じ、手話、要約筆記その他の意思疎通の支援に必要な措置を講ずるよう努める

手話通訳を配置して条例案の提案理由を説明する
社会委員会  三石義文委員長

佐久市 浅科

臼田 望月

さ あ　さ

づ　きう　す だ

く し

も　ち

つまんだ餅を
下に伸ばす
感じで

象形文字の「月」を
イメージして

浅さを表す動作

杵と臼を
表しています

「田」の字を
表します

し な
➡

➡

地域名を

手話でやってみよう
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あなたも議会を傍聴してみませんか
★�次の定例会（平成30年３月定例会）の日程
（予定）は右欄のとおりです。

★委員会審査も傍聴いただけます。
　�本会議同様、各常任委員会、特別委員会、議

会運営委員会も傍聴いただけます。
　�ただし、委員会会場の都合上、希望者多数の

場合は、開会前に抽選を行いますのでご了承
ください。
※ご注意ください
　�本会議、委員会とも傍聴の際は、携帯電話の

電源をお切りください。また、会議の模様を
撮影、録音することはできません。

問い合わせ先　佐久市議会事務局
　　　　　　　電話  0267−62−3495（直通）

次回定例会のお知らせ
【平成30年３月定例会】開催予定日

日 月 火 水 木 金 土
2/18 19 20 21 22 23 24

本会議
（開会）

25 26 27 28 3/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

本会議
（代表質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

11 12 13 14 15 16 17

本会議
（議案質疑） 委員会 委員会 委員会

18 19 20 21 22 23 24

本会議
（閉会）

※日程は、諸事情により変更となる場合があります。

　
「
背
に
負
え
る
浅
間
ガ
岳
こ
れ
こ

そ
は
我
ら
が
態す

が
た度

」
で
始
ま
り
、

「
烈
風
の
耐
え
ぬ
草
原
こ
れ
こ
そ
は

我
ら
が
住
む
地
、
連
峯
の
雄
姿
を
仰

ぎ
、
身
と
心
鍛
え
鍛
え
て
天
候
と
大

地
を
友
に
、
頭
を
あ
げ
て
勤
勉
耐

苦
」
で
終
わ
る
母
校
の
校
歌
に
数
10

年
ぶ
り
に
触
れ
、
豊
か
な
自
然
に
あ

ふ
れ
、
勤
勉
と
忍
耐
強
さ
の
風
土
に

改
め
て
感
動
を
覚
え
た
。

　
日
本
が
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
中
、

３
年
前
母
校
も
統
合
が
図
ら
れ
114
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
校
名
校
歌
も

変
わ
っ
た
。
今
日
明
日
で
は
実
感
が

わ
か
な
い
先
の
社
会
問
題
も
５
年
10

年
単
位
で
の
変
化
に
対
応
し
将
来
の

街
づ
く
り
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
為
の
行
政
視
察
で
先
進
地
に
伺

い
様
々
な
取
り
組
み
を
見
聞
し
た
。

更
に
議
会
報
告
、
意
見
交
換
会
で
い

た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
の
声
も
参
考

に
暮
ら
し
や
す
い
佐
久
市
を
創
る
為

に
努
め
て
い
き
た
い
。
常
に
「
大
衆

と
と
も
に
語
り
、
大
衆
と
と
も
に
戦

い
、
大
衆
の
中
に
死
ん
で
い
く
」
と

の
精
神
を
胸む

な

底ぞ
こ

に
抱
き
て
。

（
小
林
歳
春
）

編
集
後
記

　年間を通して随時応募を受け付けていますが、各号ごとの

審査対象は次の期日までに応募があった写真としています。

　•  ５月１日発行号 ➡ ３月31日までの受付 

　•  ８月１日発行号 ➡ ６月30日までの受付 

　•  11月１日発行号 ➡ ９月30日までの受付

　•  ２月１日発行号 ➡ 12月27日までの受付 

佐久市内で撮影した行事や風景など議会だよりの表紙として

ふさわしい写真を募集中です。

詳細は、佐久市議会ホームページをご覧いただくか、議会事

務局へお問い合わせください。

議会だより

表紙写真 大募集中!!
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　佐久市・佐久穂町議会合同議員研修会を佐久市内
で開催しました。今回は、ケイジンの療育コーディ
ネーターである井出敦志氏から「発達障がい者サ
ポーター養成講座」についてご講演いただきました。

　友好都市である岩手県大船渡市の議長、東京都神
津島村の議長が、佐久市農業祭にあわせて来市され、
佐久市議会をそれぞれ表敬訪問されました。

佐久穂町との合同議員研修会開催（10月11日）

友好都市の議長が表敬訪問（11月10日）

　10月25日にエストニア共和国サク市子ども交流
研修生、11月８日にモンゴル国スフバートル区子
ども交流研修生が佐久市議会をそれぞれ表敬訪問さ
れました。

　佐久市・軽井沢町・御代田町・立科町議会合同議
員研修会を佐久市内で開催しました。今回は、聖学院
大学人間福祉学部客員准教授、NPO法人ほっとプラ
ス代表理事の藤田孝典氏から「貧困世代－若者に広
がる貧困と格差－」と題してご講演いただきました。

子ども交流研修生が表敬訪問

北佐久郡３町との合同議員研修会開催（11月17日）

　祖父がやっている建設会社を継ぐのが、僕の夢です。
　祖父や父は、暑い中で汗を流しながら重機を動かしたり、夜
遅くまで塩カルをまいて疲れて帰ってきたのに、次の朝早くか
ら仕事に行ったりしています。その姿がかっこよくて、そうい
う大人になりたいと思っています。
　父にこのことを話したら、「まず俺と同じ高校や大学に行っ
て建設業を学べ」と言われました。それで、高校に行けるよう
に、苦手な家庭学習も少しずつやるようにしています。また、
足腰を鍛えるため、毎朝の学校のマラソンを頑張り、中学に
行ったら柔道をやりたいと思っています。
　得意科目は社会と家庭科。特に料理が好きで、休みの日には
家でチャーハンを作ったりしています。

聞かせてあなたの夢

伊い

坂さ
か　
直な

お

稀き

さ
ん

（
岸
野
小
学
校
６
年
生
）

佐久市の小学６年生が夢を語ります佐久っ子の夢、応援します！

議 会 の 主 な 活 動 このコーナーでは、議会が本会議以外でおこなっている
主な活動を、写真で報告しています。

撮影 滝澤 さや香さん
場所 望月　大伴神社

仲良し姉妹の七五三
表　紙

佐久市地域おこし協力隊 × 市議会佐久市地域おこし協力隊 × 市議会特集

トピックス
３月９日 議場コンサート

17名の議員が市政を問います　一般質問

佐久市手話言語条例を制定しました

佐久市議会だより

2018年（平成30年）２月1日   No.51


